
基本的な考え

福島国際研究教育機構との広域的な連携・効果波及について

浜通り中通り会津

▶機構は、原子力災害からの福島の復興・再生を実現す

るものとして設立。立地地域はもとより、浜通り地域・県

全体の一体的・総合的な発展に資することが最も重要

研究開発

人材育成

産業振興

▶住民と研究者、移住者等が共存し、地域が描くまちづ

くりの将来像が実現できるよう、国、各自治体、機構と

緊密に連携し、多言語対応にも配慮した、住まい、商

業、教育、子育て、交通、医療など、生活環境の充実、

広域的な復興まちづくりを推進する

●RTF、
ハイテク浜

●NARREC

●CLADS

●第一
原発

●JAEA
大熊

●FH2R

●ふたば
未来学園

●伝承館

●福島高専

●RTF
滑走路

●会津大学
●AiCT

●福島大学
●福島県立
医科大学、QST

●FREA
●ふくしま医療機器
開発支援センター

●農業総合センター

●環境創造センター、
NIES、
JAEA・CLADS

●QST

●第二
原発

半径20km

半径40km

県全域波及・連携・相乗効果

◆広域的な復興まちづくりの推進 ◆広域的なネットワーク形成

◆福島国際研究産業都市

福島イノベーション・コースト

◆浜通り地域等の一体的・総合的発展

目指す姿

今後の取組

広域的な生活圏を形成

●相馬LNG基地

●福島天然ガス発電所
●水産資源研究所

●浜地域農業
再生研究ｾﾝﾀｰ
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▶広域的に機構・各地域が結び付き、研究開発、
産業振興、人材育成の取組が県全域で進展

▶人が集まり、賑わい豊かな魅力ある地域に戻り、

「福島国際研究産業都市」構想が実現

▶機構と県内各地の多様な主体が結び付き、県

内全域で、研究開発、産業振興、人材育成の

取組が促進し、相乗効果が発揮できるよう、機

構を核とした広域的なネットワーク形成を図る

実証フィールド、設備相互利用、
共同研究、受委託研究・試験、認証 など

技術支援・交流、部材・試作品製作、取引拡大、
ベンチャー設立、ブランチ設置、工場建設、本社機能移転 など

連携大学院、サテライトキャンパス、
出前講座、企業研修、カリキュラム新設 など
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